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広報 平成4年1月20日 D
 

町の 人 口 

（平成3年12日月31日） 

男 3,853(+7 ) 

女 4,312(+4 ) 

i-I- 8,165 (+11) 

世帯数 2,762 ( 0 ) 

報
 

議会議長 
山 口 忠 市 

方城町長 
岩 崎 俊 徳 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
 

ざ
い
ま
す
。
 

輝
か
し
い
平
成
四
年
の
新
春
 

を
迎
え
、
み
な
さ
ま
の
ご
健
勝
 

と
ご
多
幸
を
お
慶
び
申
し
上
げ
 

ま
す
と
と
も
に
、
平
素
か
ら
の
 

町
政
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
 

力
に
対
し
深
く
感
謝
致
し
ま
す
。
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町
民
の
皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
 

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

平
成
四
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
 

町
議
会
を
代
表
し
、
謹
ん
で
新
 

年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

こ
こ
に
希
望
の
新
春
を
迎
え
 

る
に
あ
た
り
、
み
な
さ
ん
の
ご
 

顧
み
ま
す
と
、
平
成
三
年
は
 

統
一
地
方
選
挙
の
年
に
あ
た
り
 

ま
し
て
、
非
常
に
あ
わ
た
だ
し
 

い
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
 

私
も
み
な
さ
ま
か
ら
の
付
託
 

を
う
け
て
、
再
び
町
政
を
お
あ
 

ず
か
り
す
る
こ
と
に
な
り
、
心
 

を
新
た
に
し
て
、
八
、
三
〇
〇
 

町
民
の
総
意
を
結
集
し
た
行
政
 

運
営
に
あ
た
る
所
存
で
あ
り
ま
 

す。 ま
た
、
昨
年
は
台
風
 19 

号
が
 

北
部
九
州
を
直
撃
し
、
本
町
に
 

も
多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
 

し
た
が
、
被
害
を
受
け
ら
れ
た
 

方
々
に
対
し
一
日
も
早
い
復
旧
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清
福
と
ご
繁
栄
を
、
心
か
ら
お
 

祈
り
い
た
し
ま
す
。
 

私
は
昨
年
の
町
議
会
議
員
改
 

選
後
、
図
ら
ず
も
議
長
の
重
職
 

に
就
き
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
 

後
、
議
会
の
円
満
な
る
運
営
と
 

町
政
の
伸
展
を
第
一
義
と
し
て
 

誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
 

し
た
。
 

方
城
町
は
昭
和
五
十
七
年
度
 

に
財
政
再
建
準
用
団
体
の
指
定
 

を
受
け
、
こ
の
間
財
政
再
建
計
 

画
を
忠
実
に
実
施
し
た
結
果
、
 

二
年
間
の
短
縮
に
な
り
、
平
成
 

三
年
度
を
も
っ
て
完
了
す
る
こ
 

を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
 

さ
て
、
長
い
間
の
懸
案
で
あ
 

り
ま
し
た
財
政
再
建
も
み
な
さ
 

ま
が
た
の
ご
協
力
に
よ
り
、
計
 

画
期
間
を
二
年
間
短
縮
し
て
、
 

平
成
四
年
三
月
三
十
一
日
を
も
 

ち
ま
し
て
完
了
い
た
し
ま
す
。
 

こ
の
財
政
再
建
の
完
了
を
期
 

し
て
、
新
生
方
城
町
を
目
指
し
 

た
第
二
次
方
城
町
総
合
計
画
を
 

方
城
町
総
合
計
画
審
議
会
委
員
、
 

議
会
議
員
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
 

力
の
も
と
に
昨
年
十
二
月
上
旬
 

制
定
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。
 

こ
の
方
城
町
総
合
計
画
は
、
 

今
日
の
激
動
す
る
社
会
、
経
済
 

6
v
A
v
6
v
A
O
v
o
I
O
v
6
r
o
・
A
O
r
O
Y
n
v
h
y
6
r
O
v
6
v
A
O
Y
A
v
'OvAv
'
O
Y
A
x
v
 

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
 

た。 
こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
町
民
の
 

み
な
さ
ま
方
の
、
ご
理
解
と
、
 

ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
感
謝
申
 

し
あ
げ
ま
す
。
 

昨
年
の
十
二
月
定
例
議
会
に
 

お
き
ま
し
て
は
、
第
二
次
方
城
 

町
総
合
計
画
基
本
構
想
が
議
決
 

さ
れ
、
平
成
四
年
か
ら
十
年
間
 

の
方
城
町
に
於
け
る
、
総
合
的
 

か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営
の
方
 

針
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
 

今
後
も
幾
多
の
重
要
問
題
が
 

山
積
し
て
い
る
中
で
、
こ
れ
等
 

情
勢
の
な
か
で
い
か
に
対
処
し
、
 

来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
を
展
望
 

し
た
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
で
あ
 

り
ま
す
。
 

い
ま
、
平
成
四
年
の
年
頭
に
 

あ
た
り
、
第
二
次
方
城
町
総
合
 

計
画
を
行
政
指
針
と
し
、
か
つ
 

財
政
再
建
を
教
訓
に
、
総
合
的
 

か
つ
計
画
的
な
行
政
運
営
に
努
 

め
、
住
民
福
祉
の
向
上
と
愛
郷
 

の
町
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。
 

今
後
と
も
、
町
政
推
進
の
た
 

め
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
支
援
、
 

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
 

し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
 

い
た
し
ま
す
。
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を
一
歩
一
歩
着
実
に
解
決
、
実
 

現
し
て
い
く
こ
と
が
、
我
々
に
 

課
せ
ら
れ
た
責
務
で
あ
り
、
健
 

全
財
政
の
基
盤
の
上
に
た
っ
て
、
 

最
少
の
経
費
で
、
最
大
の
効
果
 

が
あ
が
る
よ
う
努
力
す
る
覚
悟
 

で
あ
り
ま
す
。
 

今
後
と
も
、
町
議
会
に
対
し
 

て
、
従
来
に
変
り
な
く
、
ご
指
 

導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
 

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
 

町
民
み
な
さ
ま
方
の
ご
健
康
と
 

ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
、
 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
 

ま
す
。
 



n
乙
 

●つ よ
 

じ
 

●つ ほ
 

(3）平成4年1月20日 広 報 第168 号 平成4年1月20日 広 報 
つ 、 

第168 号 ●つ よ
 

じ
 

●つ ほ
 

圏
一
一
〇
〇
一
年
ま
で
の
 

町
政
運
営
の
方
針
決
ま
る
 

第
ニ
次
方
城
町
総
合
計
画
基
本
構
想
 

二
十
一
世
紀
を
展
望
し
た
第
 

二
次
方
城
町
総
合
計
画
の
基
本
 

構
想
が
決
ま
り
ま
し
た
。
 

こ
の
基
本
構
想
は
、
平
成
十
 

三
年
（
西
暦
二
千
一
年
）
の
推
 

計
人
口
を
九
千
人
に
認
定
し
て
、
 

本
町
の
今
後
十
年
間
を
ま
ち
づ
 

く
り
の
基
本
方
針
を
ま
と
め
た
 

も
の
で
す
。
 

こ
の
基
本
構
想
は
、
町
民
各
 

階
各
層
の
代
表
で
構
成
さ
れ
た
 

方
城
町
総
合
計
画
審
議
会
の
答
 

申
を
う
け
て
、
地
方
自
治
法
の
 

規
定
に
基
づ
い
て
、
十
二
月
六
 

日
の
定
例
町
議
会
に
提
案
さ
れ
 

満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
 

町
政
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
 

に
運
営
す
る
た
め
、
本
町
の
現
 

状
や
将
来
の
見
通
し
を
基
礎
と
 

し
て
、
本
町
の
将
来
あ
る
べ
き
 

姿
を
掲
げ
、
そ
の
目
標
を
達
成
 

す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
の
大
 

綱
を
定
め
た
も
の
で
す
。
 

.

 

町
づ
く
り
に
む
け
て
の
施
策
の
大
綱
 

（
自
然
と
調
和
し
た
住
み
よ
 

い
ま
ち
づ
く
り
）
 

本
町
は
福
智
山
系
の
恵
ま
れ
 

た
自
然
の
中
に
あ
っ
て
、
常
に
 

自
然
と
人
と
の
調
和
を
求
め
な
 

が
ら
快
適
な
生
活
環
境
の
実
現
 

に
努
め
、
地
域
の
特
性
に
あ
っ
 

た
合
理
的
な
土
地
利
用
に
よ
っ
 

て
、
快
適
な
自
然
環
境
と
住
環
 

境
を
創
造
し
て
い
き
ま
す
。
 

一
、
土
地
利
用
 

限
ら
れ
た
資
源
で
あ
る
町
土
 

は
、
現
在
と
将
来
の
住
民
が
住
 

む
憩
い
の
場
で
あ
り
住
民
共
通
 

の
生
活
基
盤
で
す
。
 

こ
の
町
土
を
二
十
一
世
紀
へ
 

の
変
化
を
見
通
し
て
、
保
全
、
 

利
用
、
開
発
し
な
が
ら
活
力
と
 

魅
力
に
溢
れ
る
町
と
し
て
創
り
 

育
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
に
は
、
優
良
農
用
 

地
の
確
保
、
造
成
団
地
と
遊
休
 

地
等
の
活
用
、
 
パ
イ
パ
ス
沿
線
 

と
山
麓
丘
陵
地
帯
の
開
発
、
福
 

智
山
系
を
基
点
と
し
た
広
域
観
 

光
ル
ー
ト
の
開
発
な
ど
に
努
め
、
 

土
地
の
適
正
か
つ
合
理
的
な
利
 

用
を
図
り
ま
す
。
 

二
、
水
利
用
 

水
は
生
活
用
水
を
は
じ
め
、
 

農
業
、
工
業
な
ど
の
産
業
振
興
 

を
図
る
た
め
に
も
重
要
な
資
源
 

で
す
。
 

本
町
に
と
っ
て
水
資
源
は
十
 

分
と
は
い
え
ず
、
特
に
生
活
用
 

水
に
つ
い
て
は
水
質
が
問
題
視
 

さ
れ
、
加
え
て
将
来
の
水
需
要
 

の
増
加
を
み
る
と
き
、
水
源
の
 

確
保
と
水
質
の
改
善
が
必
要
で
 

す。 ま
た
、
河
川
、
た
め
池
な
ど
 

の
水
質
汚
濁
防
止
に
努
め
農
業
 

用
水
の
確
保
を
図
り
、
水
資
源
 

の
安
全
供
給
を
推
進
し
ま
す
。
 

三
、
道
路
、
交
通
通
信
体
系
の
 

整
備
 

道
路
は
、
快
適
な
住
民
生
活
 

や
産
業
振
興
上
最
も
重
要
な
手
 

段
で
あ
り
ま
す
。
 

本
町
の
動
脈
と
言
う
べ
き
田
 

川
、
直
方
バ
イ
パ
ス
の
完
成
と
 

そ
れ
に
続
く
一
般
国
道
二
〇
〇
 

号
バ
イ
パ
ス
の
着
工
に
よ
り
、
 

北
九
州
都
市
高
速
及
び
九
州
縦
 

断
高
速
道
路
と
接
続
す
る
こ
と
 

に
よ
っ
て
、
北
九
州
及
び
福
岡
 

都
市
圏
は
一
挙
に
短
縮
さ
れ
人
 

と
物
の
流
れ
は
増
加
す
る
こ
と
 

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
 

従
っ
て
、
主
要
地
方
道
、
 

一 

般
県
道
に
接
続
す
る
町
道
の
利
 

便
性
と
安
全
対
策
を
考
慮
し
な
 

が
ら
道
路
網
の
整
備
を
行
い
ま
 

す。 路
線
バ
ス
に
つ
い
て
は
田
川
 

、
直
方
バ
ィ
パ
ス
を
利
用
し
た
 

交
通
体
系
を
新
設
し
、
田
川
市
 

や
直
方
市
、
ま
た
北
九
州
市
、
 

福
岡
市
方
面
へ
の
交
通
の
利
便
 

の
促
進
に
努
め
ま
す
。
 

情
報
手
段
で
あ
る
通
信
は
、
 

そ
の
機
能
と
し
て
の
効
果
は
大
 

き
く
、
行
政
の
情
報
を
迅
速
か
 

つ
正
確
に
伝
達
す
る
た
め
防
災
 

行
政
無
線
な
ど
の
整
備
を
図
り
 

ま
す
。
 

四
、
鉱
害
復
旧
の
促
進
 

石
炭
採
堀
に
よ
る
後
遺
症
で
 

あ
る
鉱
害
に
つ
い
て
は
、
関
係
 

機
関
や
地
元
と
の
連
携
を
図
り
 

家
屋
、
農
地
、
公
共
物
件
等
の
 

復
旧
を
効
率
的
に
推
進
し
ま
す
。
 

（
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
 

づ
く
り
）
 

本
町
は
か
つ
て
の
炭
鉱
の
町
 

か
ら
九
州
日
立
マ
ク
セ
ル
を
中
 

心
と
し
た
内
陸
性
工
業
地
域
と
 

筑
豊
、
北
九
州
都
市
圏
の
ベ
ッ
 

ド
タ
ウ
ン
へ
と
姿
を
変
え
て
い
 

く
な
か
で
、
旧
炭
鉱
住
宅
の
老
 

朽
化
と
既
存
商
店
街
の
衰
退
が
 

目
立
つ
一
方
、
田
川
、
直
方
バ
 

イ
パ
ス
の
開
通
以
来
住
宅
開
発
 

や
道
路
の
整
備
が
図
ら
れ
本
町
 

も
大
き
く
変
貌
し
つ
つ
あ
り
ま
 

す。 し
か
し
、
町
の
顔
と
な
る
拠
 

点
づ
く
り
や
、
に
ぎ
わ
い
の
中
 

心
と
な
る
商
業
集
積
の
面
か
ら
 

み
る
と
、
こ
う
し
た
核
機
能
の
 

八
つ
一
王
う
D
k
、
佳
・
F
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良
好
な
住
宅
地
と
し
て
利
便
 

性
が
高
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
 

る
た
め
に
、
商
業
地
の
整
備
を
 

推
進
し
ま
す
。
 

町
の
に
ぎ
わ
い
の
核
と
な
り
 

う
る
魅
力
あ
る
商
業
地
の
形
成
 

の
た
め
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
 

え
る
べ
き
機
能
、
環
境
の
整
備
 

を
図
り
、
施
設
等
と
の
連
携
に
 

努
め
ま
す
。
 

工
業
に
つ
い
て
は
、
生
活
環
 

境
と
調
和
の
と
れ
た
工
業
立
地
 

の
条
件
整
備
に
配
慮
し
、
企
業
 

の
誘
致
を
図
り
ま
す
。
 

三
、
魅
力
あ
る
観
光
の
創
出
 

本
町
の
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
 

の
保
全
を
基
調
と
し
て
、
地
域
 

の
特
性
や
資
源
を
生
か
し
た
新
 

し
い
産
業
と
雇
用
の
確
保
に
つ
 

な
が
る
個
性
的
な
レ
ク
リ
エ
ー
 

シ
ョ
ン
の
中
核
と
な
る
場
を
創
 

出
し
、
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ
フ
客
の
 

増
加
に
よ
る
観
光
事
業
の
開
発
、
 

イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
よ
り
地
域
経
 

済
の
発
展
に
努
め
ま
す
。
 

（
快
適
で
う
る
お
い
の
あ
る
 

ま
ち
づ
く
り
）
 

魅
力
あ
る
公
園
、
緑
地
の
整
 

備
や
街
路
、
住
宅
地
の
緑
化
な
 

ど
市
街
地
に
お
け
る
緑
の
創
出
 

に
努
め
る
と
と
も
に
、
生
活
道
 

路
、
河
川
、
下
水
道
の
整
備
や
 

廃
棄
物
の
適
正
処
理
、
公
害
の
 

防
止
な
ど
を
進
め
、
安
全
で
快
 

適
な
生
活
基
盤
を
整
備
し
ま
す
。
 

ま
た
、
交
通
安
全
の
徹
底
、
 

消
防
体
制
の
強
化
充
実
、
防
災
 

シ
ス
テ
ム
の
整
備
な
ど
、
町
全
 

体
を
防
災
性
の
高
い
構
造
に
し
 

ま
す
。
 

さ
ら
に
、
よ
り
よ
い
生
活
環
 

境
づ
く
り
に
向
け
て
美
化
運
動
 

の
推
進
な
ど
町
民
の
モ
ラ
ル
を
 

高
め
て
い
き
ま
す
。
 

一
、
住
宅
の
整
備
 

土
地
利
用
と
の
整
合
性
を
図
 

り
な
が
ら
、
高
度
化
、
多
様
化
 

し
た
住
宅
需
要
及
び
老
朽
化
し
 

た
旧
炭
鉱
住
宅
の
住
居
者
の
住
 

宅
需
要
に
応
え
る
た
め
、
公
的
 

住
宅
の
建
設
、
民
間
開
発
を
促
 

進
し
、
良
好
な
住
宅
、
宅
地
の
 

供
給
と
居
住
環
境
の
整
備
に
努
 

め
ま
す
。
 

二
、
消
防
、
防
災
の
整
備
 

町
民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
 

た
め
、
消
防
施
設
の
整
備
、
防
 

災
体
制
の
確
立
を
図
り
、
災
害
 

の
未
然
防
止
を
図
り
ま
す
。
 

三
、
交
通
安
全
対
策
の
推
進
 

交
通
事
故
か
ら
生
命
、
財
産
 

を
守
る
た
め
、
関
係
機
関
等
と
 

連
携
を
強
化
し
、
交
通
安
全
思
 

想
の
普
及
、
交
通
安
全
施
設
の
 

整
備
な
ど
を
推
進
し
、
安
全
な
 

交
通
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。
 

四
、
公
害
対
策
の
推
進
 

住
民
が
健
康
で
快
適
な
生
活
 

を
営
む
た
め
、
諸
公
害
の
防
止
 

と
公
害
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
 

を
図
り
、
生
活
環
境
衛
生
の
向
 

上
を
推
進
し
ま
す
。
 

五
、
上
、
下
水
道
の
整
備
 

良
質
な
水
の
安
定
的
供
給
及
 

び
人
口
の
増
加
、
生
活
様
式
の
 

多
様
化
に
伴
う
水
需
要
の
増
加
 

に
対
応
す
る
た
め
、
水
源
の
確
 

保
と
水
質
改
善
を
含
め
た
施
設
 

の
整
備
を
図
り
ま
す
。
 

下
水
道
は
、
水
質
の
汚
濁
防
 

止
を
促
進
す
る
た
め
に
も
、
欠
 

く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
す
 

が
、
膨
大
な
事
業
費
と
終
末
処
 

理
施
設
の
場
所
の
選
定
等
で
、
 

公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
広
域
 

市
町
村
圏
で
検
討
し
、
そ
の
推
 

進
を
図
り
ま
す
。
 

山
村
部
に
つ
い
て
は
、
合
併
 

処
理
施
設
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
 

六
、
ご
み
、
し
尿
処
理
場
の
整
 

備
 

ご
み
、
し
尿
処
理
は
、
業
者
 

委
託
に
よ
る
収
集
法
で
行
っ
て
 

い
ま
す
が
、
処
理
施
設
は
一
部
 

事
務
組
合
の
運
営
管
理
に
よ
る
 

も
の
で
す
。
 

ご
み
処
理
量
が
増
加
の
傾
向
 

に
あ
り
ま
す
の
で
、
構
成
4

ケ
 

町
相
互
の
連
携
を
保
ち
な
が
ら
 

整
備
、
拡
充
に
努
め
ま
す
。
 

ま
た
、
ご
み
の
不
法
投
棄
の
 

防
止
や
廃
棄
物
の
適
正
処
理
に
 

つ
い
て
は
、
地
域
住
民
を
は
じ
 

め
関
係
機
関
等
と
協
力
し
て
環
 

境
の
美
化
に
努
め
ま
す
。
 

七
、
公
園
の
整
備
 

町
民
の
健
康
増
進
、
青
少
年
 

の
健
全
育
成
、
余
暇
活
動
を
進
 

め
る
た
め
、
町
民
セ
ン
タ
ー
を
 

中
心
と
し
た
中
央
公
園
の
整
備
 

を
推
進
し
ま
す
。
 

ま
た
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
 

自
然
と
の
ふ
れ
あ
う
機
会
も
減
 

少
し
て
い
る
の
で
、
山
地
、
水
 

辺
地
等
の
自
然
を
生
か
し
た
多
 

様
性
の
あ
る
公
園
の
確
保
に
努
 

め
ま
す
。
 

（
健
や
か
で
生
き
が
い
の
あ
る
 

ま
ち
づ
く
り
）
 

生
活
様
式
の
変
化
や
価
値
観
 

の
多
様
化
に
よ
っ
て
、
物
質
的
 

豊
か
さ
に
加
え
、
精
神
的
な
豊
 

か
さ
な
ど
生
活
の
質
の
向
上
が
 

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
健
 

康
、
福
祉
、
人
権
、
医
療
等
に
 

対
す
る
関
心
は
高
ま
り
つ
つ
あ
 

り
ま
す
。
 

ま
た
、
急
速
な
人
口
の
高
齢
 

化
は
、
医
療
や
福
祉
ニ
ー
ズ
を
 

変
化
さ
せ
、
若
年
者
層
の
負
担
 

の
増
大
、
ひ
と
り
暮
し
老
人
や
 

寝
た
き
り
老
人
等
の
問
題
を
惹
 

起
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
人
生
 

八
十
年
時
代
に
対
応
で
き
る
福
 

祉
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
 

と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
町
民
の
福
祉
ニ
ー
 

ズ
に
応
え
る
た
め
、
社
会
福
祉
、
 

医
療
、
保
健
衛
生
、
環
境
衛
生
 

な
ど
の
充
実
に
努
め
、
健
康
で
 

集
積
や
市
街
地
の
再
開
発
、
商
 

業
施
設
の
誘
導
な
ど
を
進
め
て
 

い
く
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
 

ま
す
。
 

一
、
農
林
業
の
振
興
 

米
の
供
給
過
剰
を
は
じ
め
農
 

産
物
の
市
場
開
放
圧
力
な
ど
、
 

農
業
を
取
り
巻
く
諸
情
勢
は
極
 

め
て
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
 

す。 生
産
性
の
高
い
足
腰
の
強
い
 

農
業
と
活
力
あ
る
農
村
社
会
の
 

形
成
を
目
指
し
て
需
要
の
動
向
 

に
即
応
し
た
農
業
生
産
の
再
編
 

成
と
農
業
構
造
の
改
善
、
創
意
 

と
自
主
性
を
生
か
し
た
地
域
農
 

業
の
確
立
を
図
る
こ
と
が
必
要
 

で
す
。
 

こ
の
た
め
、
農
地
の
保
全
に
 

努
め
、
中
核
的
農
家
の
育
成
、
 

農
業
後
継
者
の
育
成
、
土
地
基
 

盤
の
整
備
、
農
地
の
流
動
化
、
 

農
業
技
術
の
高
度
化
促
進
、
営
 

農
類
型
の
確
立
な
ど
に
努
め
農
 

業
経
営
の
近
代
化
を
推
進
し
ま
 

す。 林
業
は
、
産
業
と
し
て
の
基
 

盤
は
弱
い
が
、
森
林
の
持
つ
機
 

能
を
充
分
に
踏
ま
え
て
森
林
資
 

源
の
蓄
積
と
保
続
培
養
等
木
材
 

生
産
活
動
の
推
進
を
図
る
と
と
 

も
に
自
然
環
境
の
保
全
、
水
源
 

か
ん
養
林
と
し
て
の
機
能
の
充
 

実
に
努
め
ま
す
。
 

二
、
商
工
業
の
振
興
 

生
き
が
い
の
あ
る
心
豊
か
な
福
 

祉
社
会
の
実
現
に
努
め
ま
す
。
 

一
、
保
健
、
医
療
の
充
実
 

住
民
の
健
康
管
理
を
維
持
す
 

る
た
め
、
住
民
検
診
、
健
康
相
 

談
な
ど
の
受
診
率
の
向
上
を
図
 

る
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
開
 

設
し
ま
す
。
 

ま
た
、
町
民
が
病
気
や
怪
我
 

を
し
て
も
安
心
し
て
治
療
を
受
 

け
ら
れ
る
医
療
の
確
保
が
必
要
 

で
す
。
 

現
在
の
医
療
施
設
の
老
朽
化
 

が
著
し
い
た
め
移
転
新
築
し
て
、
 

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
 

救
急
患
者
や
休
日
、
夜
間
に
お
 

け
る
急
病
患
者
の
救
急
医
療
サ
 

ー
ビ
ス
の
充
実
を
推
進
し
ま
す
。
 

二
、
社
会
福
祉
の
充
実
 

児
童
福
祉
は
、
将
来
を
担
う
 

児
童
の
心
身
の
健
全
な
育
成
を
 

図
る
た
め
、
保
育
所
に
お
け
る
 

保
育
内
容
の
充
実
及
び
施
設
の
 

整
備
、
児
童
遊
園
地
等
の
整
備
 

を
図
り
ま
す
。
 

母
子
福
祉
は
、
母
子
相
談
員
、
 

民
生
委
員
等
と
の
連
携
を
密
に
 

し
、
相
談
、
指
導
の
充
実
を
図
 

り
ま
す
。
 

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
 

自
立
対
策
を
進
め
、
介
護
、
援
 

助
、
相
談
体
制
の
充
実
を
図
り
、
 

き
め
細
か
な
施
策
を
推
進
し
ま
 

す。 老
人
福
祉
に
つ
い
て
は
、
高
 

一
一
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の
あ
る
町
を
め
ざ
し
て
、
こ
 

憲
章
を
定
め
心
の
か
て
と
し
 

す。 
、
自
然
を
愛
し
、
み
ど
り
豊
 

か
な
美
し
い
町
に
し
ま
し
ょ
 

・つ。 

齢
化
社
会
を
迎
え
た
今
日
、
緊
 

急
か
つ
重
要
な
社
会
問
題
で
す
。
 

今
後
は
老
人
保
健
対
策
、
い
 

き
が
い
対
策
の
推
進
と
介
護
、
 

援
護
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
 

低
所
得
者
の
福
祉
に
つ
い
て
 

は
、
低
所
得
者
及
び
生
活
困
窮
 

者
の
経
済
的
自
立
、
生
活
意
欲
 

の
向
上
を
図
る
た
め
、
生
活
相
 

談
、
指
導
体
制
の
充
実
を
推
進
 

し
、
自
立
意
識
の
向
上
に
努
め
 

ま
す
。
 

三
、
社
会
保
障
の
充
実
 

町
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
と
 

生
涯
生
活
の
維
持
向
上
を
図
る
 

た
め
、
国
民
健
康
保
険
並
び
に
 

国
民
年
金
制
度
は
重
要
で
あ
り
、
 

今
後
と
も
制
度
の
理
解
と
認
識
 

を
高
め
加
入
の
促
進
と
収
納
率
 

の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

四
、
同
和
対
策
の
充
実
 

同
和
問
題
は
基
本
的
人
権
の
 

侵
害
に
か
か
わ
る
重
大
な
社
会
 

問
題
で
あ
り
、
差
別
の
な
い
明
 

る
い
地
域
社
会
を
形
成
す
る
た
 

め
に
一
日
も
早
い
解
決
を
め
ざ
 

し
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
人
権
思
想
の
普
 

及
、
社
会
教
育
を
と
お
し
た
生
 

涯
人
権
教
育
を
推
進
す
る
と
と
 

も
に
生
活
基
盤
の
早
期
確
立
に
 

努
め
ま
す
。
 

（
教
育
と
文
化
の
か
お
り
高
い
 

ま
ち
づ
く
り
）
 

住
民
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
 

ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
学
習
 

に
親
し
む
機
会
を
提
供
す
る
な
 

ど
、
豊
か
な
人
間
性
を
育
む
格
 

調
高
い
教
育
文
化
の
創
造
を
め
 

ざ
し
ま
す
。
 

一
、
就
学
前
教
育
の
充
実
 

就
学
前
教
育
は
、
人
間
形
成
 

を
育
む
た
め
の
基
礎
を
養
う
も
 

の
で
あ
り
、
成
長
段
階
に
即
し
 

た
幼
児
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
 

で
き
る
よ
う
家
庭
と
の
連
携
強
 

化
、
施
設
の
整
備
、
教
育
内
容
 

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
 

二
、
学
校
教
育
の
充
実
 

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
か
ら
 

だ
を
も
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
育
 

成
す
る
た
め
、
教
育
水
準
の
向
 

上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
 

一
人
 

ひ
と
り
の
特
性
に
応
じ
て
創
造
 

性
を
培
う
学
校
教
育
の
充
実
、
 

並
び
に
教
育
環
境
の
整
備
に
努
 

め
ま
す
。
 

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
自
立
、
 

協
調
、
社
会
寄
与
の
精
神
を
育
 

み
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ
う
 

家
庭
、
保
育
所
、
学
校
、
地
域
 

の
相
互
連
携
を
深
め
て
子
ど
も
 

た
ち
の
健
全
育
成
を
推
進
し
ま
 

す。 三
、
社
会
教
育
の
充
実
 

社
会
構
造
の
変
化
と
高
齢
化
 

社
会
の
到
来
に
よ
り
、
生
涯
教
 

育
の
観
点
か
ら
、
学
習
の
機
会
 

と
場
の
拡
充
並
び
に
指
導
者
の
 

養
成
、
確
保
を
推
進
し
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
住
民
各
層
の
教
育
 

お
よ
び
各
種
団
体
活
動
の
促
進
、
 

公
民
館
活
動
の
充
実
、
図
書
館
 

機
能
の
充
実
な
ど
、
住
民
の
自
 

立
活
動
の
支
援
に
努
め
ま
す
。
 

四
、
青
少
年
の
育
成
 

次
代
を
担
う
青
少
年
の
自
立
 

心
を
養
い
、
あ
わ
せ
て
地
域
の
 

一
員
と
し
て
の
自
覚
や
誇
り
が
 

も
て
る
環
境
を
譲
成
す
る
た
め
、
 

青
少
年
の
育
成
、
組
織
の
充
実
 

に
努
め
ま
す
。
 

五、 

ス
ポ
ー
ツ
、
 
レ
ク
リ
エ
ー
 

シ
ョ
ン
活
動
の
振
興
 

町
民
の
健
康
と
体
力
の
向
上
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ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
 
ー
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【
構
想
実
現
の
方
策
】
 

・
行
政
に
つ
い
て
 

社
会
経
済
の
発
展
に
伴
い
行
 

政
に
対
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
は
複
 

雑
多
様
化
し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
行
政
需
要
に
対
 

応
す
る
に
は
、
職
員
の
士
気
の
 

高
揚
と
資
質
の
向
上
に
努
め
、
 

組
織
機
構
の
整
備
と
事
務
改
善
 

に
よ
り
、
行
政
水
準
の
向
上
を
 

図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

さ
ら
に
、
庁
舎
が
老
朽
し
、
 

行
政
事
務
機
能
が
低
下
し
て
お
 

り
ま
す
の
で
庁
舎
建
設
を
促
進
 

し
ま
す
。
 

ま
た
、
町
民
と
の
意
志
の
疎
 

通
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
広
報
 

公
聴
活
動
を
推
進
し
、
町
民
の
 

行
政
参
加
を
め
ざ
し
ま
す
。
 

を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
 

の
連
帯
感
を
深
め
る
た
め
、
指
 

導
者
の
育
成
と
施
設
の
整
備
拡
 

充
を
図
る
意
味
か
ら
、
広
域
的
 

利
用
を
配
慮
し
た
総
合
運
動
公
 

園
の
建
設
を
促
進
し
ま
す
。
 

六
、
文
化
の
創
造
 

「
物
」
中
心
社
会
に
対
す
る
反
 

省
か
ら
、
精
神
的
、
文
化
的
価
 

値
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
 

生
活
に
潤
い
と
生
き
が
い
を
も
 

た
ら
す
文
化
意
識
の
高
揚
を
図
 

る
た
め
施
設
整
備
や
文
化
団
体
、
 

指
導
者
の
育
成
を
推
進
し
、
新
 

し
い
芸
術
文
化
の
創
造
や
活
動
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を
促
進
し
ま
す
。
 

七
、
文
化
財
の
保
存
と
活
用
 

史
蹟
や
文
化
財
は
祖
先
が
残
 

し
た
か
け
が
え
の
な
い
財
産
で
 

あ
り
、
そ
の
保
存
、
継
承
に
努
 

め
、
郷
土
意
識
の
高
揚
を
図
り
 

ま
す
。
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・
財
政
に
つ
い
て
 

本
町
は
、
昭
和
五
十
年
前
半
 

の
国
の
高
度
経
済
成
長
に
呼
応
 

し
、
大
規
模
な
環
境
整
備
事
業
 

を
強
力
に
推
進
し
た
結
果
、
昭
 

和
五
十
七
年
度
に
財
政
再
建
準
 

用
団
体
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
 

に
な
り
ま
し
た
。
 

こ
の
間
、
町
民
の
理
解
と
協
 

力
を
得
て
、
財
政
再
建
計
画
を
 

忠
実
に
実
施
し
た
結
果
、
収
支
 

改
善
が
著
し
く
、
計
画
期
間
を
 

二
年
間
短
縮
し
て
、
平
成
三
年
 

度
を
も
っ
て
完
了
し
ま
す
。
 

今
後
の
財
政
運
営
に
あ
た
っ
 

て
は
、
過
去
の
財
政
運
営
を
反
 

省
す
る
と
と
も
に
財
政
再
建
を
 

教
訓
に
、
健
全
性
と
効
率
性
が
 

確
保
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
 

‘
と
【
ヒ
プ
・
、
α
ー
z
梶
箪
全
塵
妥
葺
？
ー
 

き
加
ロ
カ
α
‘
ム
、
I
'v

田
．
〈
一
く
し
に
を
 

『
方
城
町
民
憲
章
』
制
定
さ
れ
る
ノ
 

か
ね
て
よ
り
町
民
の
み
な
さ
 

ま
か
ら
公
募
し
て
い
ま
し
た
町
 

民
憲
章
が
総
合
計
画
と
同
時
に
 

審
議
会
の
答
申
を
う
け
、
十
一
一
 

W
 

【
 

か
 

わ
 

一
 

」

」

 

M
 

白
 方

城
町
民
憲
章
】
 

）
た
く
し
た
ち
は
、
福
智
の
 

、
に
い
だ
か
れ
て
生
き
て
い
 

『
城
町
の
住
民
で
す
。
 

］
然
と
調
和
し
た
潤
い
と
活
 

押
 

へ 

と
β
a
ド
と
ド
白
／
D
自／D
白／D
自
6
自
ノ
」
さ
ノ
レ
自
ノ
レ
白
／
レ
a
5
と
ノ
」
a
ノ
レ
と
ド
a
β
自
ノ
レ
、
d
5
自
ド
自
 

自
ノ
ト
a
ノ
」
と
β
自
ノ
レ
と
ノ
レ
と
ノ
ン
自
6
 

月
六
日
の
全
員
協
議
会
に
お
い
 

て
議
会
全
員
の
同
意
を
得
ま
し
 

た
の
で
次
の
と
お
り
制
定
さ
れ
 

ま
し
た
。
 

自
／
レ
と
ド
自
ノ
レ
と
ノ
ト
、
d
ノ
」
a
ノ
ト
自
ノ
レ
自
ノ
ト
白
ノ
ト
自
ノ
レ
自
ノ
レ
a
 

一
、
み
ん
な
で
助
け
あ
い
、
き
 

ま
り
を
守
り
、
住
み
よ
い
町
 

に
し
ま
し
ょ
・
つ
。
 

一
、
健
康
で
、
明
る
く
楽
し
い
 

家
庭
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。
 

一
、
教
養
を
ふ
か
め
、
文
化
の
 

か
お
り
高
い
町
を
つ
く
り
ま
 

し
ょ
・
つ
。
 

一
、
郷
土
を
愛
し
、
誇
り
あ
る
 

町
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
 

一
 

と
β
a
ド
と
ド
白
／
D
自／D
白／D
自
6
自
ノ
」
さ
ノ
レ
自
ノ
レ
白
／
レ
a
5
と
ノ
」
a
ノ
レ
と
ド
a
β
自
ノ
レ
、
d
5
自
ド
自
 

●
体
育
指
導
委
員
勤
続
 30 

年
 

I 

全
国
表
彰
受
彰
お
め
で
と
う
 

平
成
三
年
十
一
月
、
香
川
県
 

高
松
市
総
合
体
育
館
で
、
第
三
 

十
二
回
全
国
体
育
指
導
委
員
研
 

究
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
 

当
町
か
ら
次
の
五
名
が
受
彰
し
 

ま
し
た
。
 

永
岡
巌
、
永
岡
清
正
、
財
津
 

政
義
、
川
原
真
澄
、
中
村
良
一
 

（
敬
称
略
）
 

三
十
年
前
体
育
指
導
委
員
に
 

任
命
さ
れ
た
こ
の
五
名
の
方
々
 

は、 

「
町
お
こ
し
を
体
育
で
」
 

と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
 

活
動
、
そ
の
後
「
方
城
町
社
会
 

体
育
振
興
協
議
会
」
か
ら
「
方
 

城
町
体
育
協
会
」
と
し
て
、
町
 

民
ス
ポ
ー
ッ
及
び
ク
ラ
ブ
、
サ
 

ー
ク
ル
の
中
心
的
な
役
割
を
は
 

た
し
て
お
り
ま
す
。
 

現
在
は
体
育
指
導
委
員
の
数
 

~~ 

●
所
得
税
の
確
定
申
告
と
町
民
税
の
 

申
告
期
限
は
3
月
 16 

日
ま
で
 

◇
期
限
が
近
づ
く
と
窓
口
が
混
 

雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
済
 

ま
せ
ま
し
ょ
う
。
 

◇
所
得
税
の
確
定
申
告
は
税
務
 

に
出
張
し
て
所
得
税
の
確
定
申
ぐ
一
『
方
城
か
た
り
べ
』
原
稿
募
集
！
・
 

告
等
の
納
税
相
談
を
行
っ
て
い
！
』
 

署
で
は
、
二
月
十
七
日
か
ら
 

一 

ま
す
。
 

一 

申
告
等
で
分
か
ら
な
い
事
が
 

受
付
け
ま
す
o
 

一 

方
城
町
の
納
税
相
談
日
 

及
び
場
所
ノ
 

毎
年
確
定
申
告
の
時
期
に
田
 

あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
 

だ
さ
い
。
 

日
時
…
…
二
月
十
七
日
（
月
）
 

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
 

で
 

場
所
 

方
城
町
青
年
婦
人
研
 

修
所
（
役
場
前
）
 

川
税
務
署
の
職
員
が
、
方
城
町
『
、
i
ー、、i
ー
ミ
ー
ー
、
、
、
、
i
ー、、、ーー、、、、i
ー、 

も
十
四
名
に
達
し
、
町
民
運
動
 

会
、
町
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
 

他
、
町
の
ス
ポ
ー
ッ
行
事
に
活
 

動
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
受
彰
を
 

契
期
と
し
て
、
今
後
の
増
々
の
 

ご
活
躍
を
期
待
致
し
て
お
り
ま
 

す。 
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方
城
町
高
齢
者
教
育
促
進
会
 

議
（
会
長
 
石
橋
勝
己
）
が
主
 

体
と
な
っ
て
、
方
城
町
の
伝
統
・
 

文
化
の
堀
り
お
こ
し
活
動
を
は
 

じ
め
て
す
で
に
6
年
が
経
過
し
 

ま
し
た
。
 

そ
の
間
、
小
冊
子
で
は
あ
り
 

ま
す
が
、
第
3
集
ま
で
発
行
し
 

て
お
り
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
町
内
 

に
は
た
く
さ
ん
の
話
が
あ
る
と
 

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
た
び
 

町
民
全
体
に
呼
び
か
け
原
稿
を
 

募
集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

子
ど
も
の
こ
ろ
に
聞
い
た
昔
 

話
伝
説
。
あ
な
た
の
地
区
に
あ
 

る
史
蹟
（
石
碑
、
石
塔
）
や
昔
 

行
な
わ
れ
て
い
た
、
又
は
現
在
 

一
 
一
 

~~ 、一 

り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
最
小
の
経
費
で
 

最
大
の
効
果
を
上
げ
る
た
め
、
 

健
全
財
政
を
基
調
と
し
た
財
政
 

計
画
を
樹
立
し
、
自
主
財
源
の
 

確
保
に
努
め
、
合
理
的
な
財
政
 

運
営
の
も
と
に
本
計
画
の
実
現
 

を
図
る
も
の
と
し
ま
す
。
 

・
広
域
行
政
に
つ
い
て
 

交
通
通
信
網
の
整
備
に
よ
り
 

日
常
生
活
圏
は
広
が
り
、
社
会
 

的
、
経
済
的
な
活
動
範
囲
は
広
 

域
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
 

そ
こ
で
、
広
域
圏
の
形
成
を
 

目
指
し
て
、
関
係
市
町
村
と
連
 

携
し
、
広
域
道
路
網
、
医
療
、
 

教
育
、
文
化
等
の
分
野
で
協
調
 

と
連
帯
を
深
め
広
域
行
政
を
推
 

進
し
ま
す
。
 

◇
医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き
は
 

あ
な
た
自
身
が
、
あ
な
た
自
 

身
や
あ
な
た
と
一
緒
に
生
活
し
 

て
い
る
家
族
の
た
め
に
多
額
の
 

医
療
費
を
支
払
っ
た
と
き
は
、
 

次
の
算
出
に
よ
っ
て
計
算
し
た
 

額
が
医
療
費
控
除
と
し
て
所
得
 

か
ら
差
し
引
か
れ
ま
す
。
 

医
療
費
ー
（
引
く
）
 

（
十
万
円
 

と
所
得
の
5

％
の
ど
ち
ら
か
少
 

な
い
額
）
H
医
療
費
控
除
 

（
最
高
二
百
万
円
ま
で
）
 

…
一
一
？
…
・
ニ
！
一？・」 

も
続
い
て
い
る
伝
承
行
事
、
特
 

に
第
4
集
の
炭
鉱
編
（
第
三
集
 

で
特
集
を
組
み
ま
し
た
が
）
で
 

は
、
方
城
大
非
常
の
こ
と
を
特
 

集
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

大
非
常
の
逸
話
、
写
真
、
資
料
 

な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
ん
な
 

こ
と
で
も
結
構
で
す
。
最
寄
り
 

の
老
人
会
長
、
ふ
る
さ
と
お
こ
 

し
推
進
委
員
会
、
又
は
方
城
町
 

中
央
公
民
館
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。
 

原
稿
用
紙
二
枚
程
度
に
ま
と
め
 

て
書
い
て
下
さ
い
。
 

書
く
こ
と
の
に
が
て
な
方
は
 

ご
連
絡
下
さ
い
。
お
話
し
を
伺
 

い
に
出
む
き
ま
す
。
多
数
の
方
 

の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 


